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「細かくチェック！」常任委員会審査レポート

総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

務
所
内
、
個
人
演
説
会
の
会
場

内
、
街
頭
演
説
の
場
所
に
限
ら

れ
る
。

●
議
案
第
42
号

問　

築
山
築
造
工
事
に
お

け
る
土
砂
の
直
接
搬
入
の

状
況
は
。

答　

県
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
圏
央
道
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
か
ら
合
計
５
１
０
０

立
米
の
土
砂
を
直
接
搬
入

は
。

答　

専
門
職
大
学
制
度
の
一
般

教
養
課
程
を
修
め
た
場
合
に
は
、

支
援
員
と
な
る
資
格
を
満
た
す

も
の
と
条
例
を
改
正
す
る
。

●
議
案
第
38
号

問　

長
寿
者
祝
い
金
は
、
な
ぜ

10
万
円
か
ら
５
万
円
へ
減
額
す

る
の
か
。

答　

本
市
の
財
政
状
況
、
お
よ

び
県
内
自
治
体
の
状
況
を
勘
案

し
、
減
額
と
し
た
。
５
万
円
は
、

　

３
月
６
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案

７
件
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た

議
案
６
件
、
陳
情
４
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た

議
案
10
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

し
、
運
搬
費
が
減
額
と
な
っ
た
。

主
な
意
見

●
陳
情
第
２
号

　

特
に
反
対
す
る
意
見
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
25
号
、
27
号
、
32
号
、

33
号
、
36
号
、
42
号
、
66
号
は

原
案
可
決
。

　

陳
情
第
２
号
は
採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
25
号

問　

現
在
の
都
市
計
画
の
中
で
、

ど
の
よ
う
に
企
業
誘
致
を
進
め

審
査
結
果

　

議
案
第
24
号
、
29
号
、
30
号
、

34
号
、35
号
、38
号
は
原
案
可
決
。

　

�
陳
情
第
10
号
、
陳
情
第
１

号
、
陳
情
第
３
号
、
陳
情
第
４

号
は
不
採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
24
号

問　

手
数
料
を
変
更
す
る
こ
と

で
の
市
へ
の
影
響
は
。

答　

歳
入
の
増
加
額
は
、
平
成

29
年
度
実
績
を
も
と
に
す
る
と
、

印
鑑
登
録
手
数
料
は
、
36
万
７

８
０
０
円
、
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
手
数
料
は
、
２
万
８
８
０

０
円
増
え
る
。

●
議
案
第
35
号

問　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
基

礎
資
格
者
の
要
件
拡
大
の
内
容

審
査
結
果

　

議
案
第
23
号
、
26
号
、
28
号
、

31
号
、
37
号
、
41
号
、
43
号
、

45
号
、
67
号
は
原
案
可
決
。

　

議
案
第
44
号
は
、
原
案
否
決
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
23
号

問　

新
た
に
農
業
委
員
な
ど
へ

能
率
報
酬
を
支
給
す
る
こ
と
と

な
っ
た
理
由
は
。

答　

平
成
28
年
の
法
律
改
正
で
、

必
須
業
務
と
し
て
遊
休
農
地
の

解
消
な
ど
の
業
務
が
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
農
地
最
適
化
交
付

金
が
創
設
さ
れ
、
能
率
報
酬
を

支
給
す
る
。

●
議
案
第
28
号
、
31
号
、
37
号

問　

新
た
な
免
除
規
定
に
よ
り
、

道
路
等
占
用
料
が
減
額
と
な
る

が
、
内
訳
は
。

答　

試
算
で
は
、
東
京
電
力
や

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
事
業
者
、
お
よ
び

一
般
住
宅
の
占
用
料
合
わ

せ
て
約
１
５
０
０
万
円
で

あ
り
、
そ
の
内
、
一
般
住

宅
分
の
免
除
額
は
60
万
円

弱
と
な
る
。

●
議
案
第
44
号

問　

な
ぜ
新
町
名
に
変
更

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
。

※議案名などは、採決結果一覧（８ページ）を参照ください。

議
案
第
24
号　

使
用
料
及
び
手
数

料
条
例
の
改
正

て
い
く
の
か
。

答　

駅
周
辺
で
も
、
地
区
計
画

を
定
め
れ
ば
企
業
誘
致
が
可
能

で
あ
る
。
交
通
利
便
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

●
議
案
第
33
号

問　

市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
ビ
ラ
の
配
布
が
可
能
な
範

囲
は
。

答　

新
聞
折
り
込
み
、
選
挙
事

県
内
自
治
体
の
平
均
以
上
で
あ

る
。

主
な
意
見

●
�
陳
情
第
10
号

　
「
資
料
に
陳
情
者
の
活
動
の

実
績
が
な
く
、判
断
で
き
な
い
」

や
「
心
理
学
に
よ
る
陳
情
者
の

活
動
の
効
果
が
明
確
な
も
の
で

な
け
れ
ば
、賛
成
は
で
き
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
１
号

　
「
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
児
の
原

則
無
償
化
を
求
め
る
等
の
項
目

に
つ
い
て
は
検
証
が
必
要
。
国

の
動
向
を
見
守
り
た
い
」
な
ど

い
る
」
な
ど
反
対
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
「
75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
の
２
割
化
は
大
き
な
負
担
と

な
る
」
と
の
賛
成
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

●
陳
情
第
４
号

　
「
他
の
事
業
と
の
優
先
度
も

考
え
る
べ
き
。
市
の
財
政
が
破

綻
し
か
ね
な
い
」
な
ど
反
対
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
避
難
所
と
な
る
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
当
然

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

賛
成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
を
求
め
る
こ

と
は
妥
当
と
考
え
る
」
と

の
賛
成
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

●
陳
情
第
３
号

　
「
社
会
保
障
費
が
増
え

て
い
る
中
で
、
若
い
世
代

の
負
担
が
課
題
と
な
っ
て

答　

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、

駒
込
の
字
の
ま
ま
な
ら
、
１
８

０
０
番
台
、
も
し
く
は
２
０
０

０
番
台
と
な
る
。

　

大
網
白
里
市
の
新
し
い
顔
と

し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
、
新
町
名
に
変
更
し
１

番
地
か
ら
地
番
を
振
る
。

問　

新
町
名
と
な
る
地
域
の
住

民
と
の
協
議
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か
。

答　

地
元
自
治
会
か
ら
３
名
、

地
権
者
の
代
表
者
３
名
、
学
識

経
験
者
１
名
の
７
名
で
、
新
町

名
検
討
委
員
会
を
設
置
し
協
議

し
て
き
た
。

　

そ
の
他
、
新
町
名
決
定
の
経

緯
に
つ
い
て
市
民
へ
の
丁
寧
な

周
知
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い

か
と
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

改
正
内
容　

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
、

新
た
に
印
鑑
新
規
登
録
の
手
数
料
を
徴
収

す
る
な
ど
。

市
へ
の
影
響　

市
の
歳
入
増
加
と
な
る
。

議
案
第
25
号　

企
業
誘
致
条
例
の

改
正

改
正
内
容　

本
市
に
進
出
す
る
企
業
へ
の

奨
励
金
の
要
件
を
緩
和
す
る
。

市
へ
の
影
響　

進
出
企
業
が
増
え
、
産
業

の
振
興
、
地
域
雇
用
の
促
進
が
図
ら
れ
る
。

議
案
第
37
号　

道
路
占
用
料
等
条

例
の
改
正

改
正
内
容　

国
の
制
度
に
合
せ
て
、
道
路

等
の
占
用
料
の
改
定
と
、
住
宅
向
け
に
新

た
な
免
除
規
定
を
創
設
す
る
。

住
民
へ
の
影
響　

住
民
生
活
に
不
可
欠
な

排
水
管
な
ど
の
占
用
料
が
免
除
と
な
り
、

住
民
の
負
担
が
減
少
す
る
。

議
案
第
42
号　

契
約
の
変
更
に
つ

い
て

変
更
内
容　

四
天
木
地
区
の
築
山
工
事
に

お
い
て
、
盛
土
土
砂
の
運
搬
量
減
少
に
伴

い
契
約
金
額
を
減
額
す
る
。

経
費
削
減
額　

約
１
５
０
０
万
円
の
費
用

が
削
減
さ
れ
た
。

議
案
第
49
号
か
ら
65
号　

農
業
委

員
会
委
員
の
任
命
へ
の
同
意

　

農
業
委
員
会
委
員
17
名
を
任
命
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

人
事
案
件

可
決
・
同
意
し
た

議
案
等
の
主
な
内
容

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
堀

本

孝

雄

副
委
員
長
　
小
　
倉
　
利
　
昭

委
　
　
員
　
小
金
井
　
　
　
勉

委
　
　
員
　
北

田

宏

彦

委
　
　
員
　
前
之
園
　
孝
　
光

委
　
　
員
　
佐
久
間
　
久
　
良

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
秋
　
葉
　
好
　
美

副
委
員
長
　
森
　
　
　
建
　
二

委
　
　
員
　
蛭

田

公
二
郎

委
　
　
員
　
田
　
辺
　
正
　
弘

委
　
　
員
　
宮

間

文

夫

委
　
　
員
　
倉
　
持
　
安
　
幸

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
黒
　
須
　
俊
　
隆

副
委
員
長
　
石
　
渡
　
登
志
男

委
　
　
員
　
花
　
澤
　
房
　
義

委
　
　
員
　
山
　
田
　
繁
　
子

委
　
　
員
　
加
藤
岡
　
美
佐
子


